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   布地の寄付を募集しています！ 

平成２９年４月 

交通：よこはま

リバーサイド泉

まで、相鉄いずみ

の線「ゆめが丘

駅」、市営地下鉄

「下飯田駅」徒歩

10分、「湘南台

駅」徒歩19分 

 

 長年クラフト講座に参加されている入居利用者 H さんの作品です。さまざまな色と筆のタッチが

光る作品です。H さんの筆の動きに職員がキャンバスを合わせて描いていきます。 

拡大 MAP 

お
問
い
合
わ
せ リバーサイド泉 

ガスト 

 施設では利用者さんの身の回りの生

活用品を裁縫のボランティアさんに

作っていただいています。寄付の布地

を使わせていただいていますが、現在

不足しております。綿の布地

の比較的厚手（キルト地など）

のもので、ご不用のものがありましたら、寄付

していただけると助かります。よろしくお願

いいたします。≪担当：松田≫ 

表紙の絵 

 

 

 

 利用者さんと活動を楽しんでいただける

方、買い物や外出などに同行していただける

方、その他にも利用者さんのお話し相手、洗

濯や掃除、趣味や特技の発表な

ど行っていただける方を募集

しています。 

↓ご応募、お問い合わせはこちら 

０４５-８０４-２１９１ 

横浜市多機能型拠点「こまち」 

瀬谷区に OPEN! 

常時医療ケアが必要な未就学

児から成人の方が安心して在

宅生活が送れるように、医

療・福祉が連携してサービス

提供いたします。 

事業紹介 

診療所、訪問診療、訪問看護、居宅介護、相談

支援、生活介護、放課後等デイサービス、医療

型特定短期入所(泊なし)、福祉型短期入所、日

中一時支援、福祉有償移動サービス、地域交流 

 

住所：横浜市瀬谷区二ツ橋町 489-45  

電話： 045-360-8180 

交通：電車→相鉄線「三ツ境」駅より徒歩１２分 

   バス（相鉄・神奈中） 

     →バス停「中丸」より徒歩４分 

 平成２９年４月１日、医療ケアを必要とす

る重症心身障がい児者の方のための多機能型

拠点が開所しました！ 
 

 

ボランティアさん募集 
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入居利用者さんクラフト講座作品 

CONTENTS CONTENTS 
ノーリフトがんばっています！  

デイサービスより 入居者さんの生活 わかばより  

横浜市多機能型拠点こまち ボランティアさん募集  

布寄付のお願い その他 



 

 平成２８年７月号

で紹介いたしまし

た、ノーリフトケア

の進捗状況について

報告をさせていただ

きます。 

 ４月より日本ノー

リフト協会の保田先

生にコンサルティン

グに入って頂き、

ノーリフトケアの定着の為、以下の取り組みを行って

まいりました。 

 例年、神奈川県総合リハビ

リテーションセンター体育

館にて行われている『神奈川

県身体障害者施設対抗卓上

競技大会』ですが、今回は藤

沢市障がい福祉セン

ター“太陽の家”にて

行われました。 

 よこはまリバーサ

イド泉からは、デイ

サービスの利用者さ

ん２名が参加されま

した。今回参加されな

かった方も一緒にこの

日のために、半年前から

毎週水曜日の午後にオ

セロの練習をしてきま

した。 

 日々、練習を積み重ね

迎えた２月４日。天候も

よく、まさに卓上競技大

会日和です！ 

 結果は、２回戦突破

が最高で、悔しくも午

前中で敗退が決定して

しまいました。 

 以下、大会を通して参加した利用者さんのコ

メントをご紹介します。 

 Sさん：『今後はもっと練習をして、オセロが

強くなるよう頑張ります。』 

Yさん：『非常に悔しい結果となりましたが、来

年は結果が出

せるようにが

んばって練習

したいと思い

ます。』 

第 49回 

神奈川県身体障害者施設対抗卓上競技大会 

 今後も利用者さん、職員

共にノーリフトの必要性を

実感出来る取り組みを行

なっていきたいと思いま

す。そしてノーリフトを導

入して利用者の皆さんに

とっては安全で安心な生活

の場、職員にとっては働き

やすい職場、そのような施

設作りを目指してまいりま

す。 

ノーリフトとは… 

オーストラリアで腰痛

予防対策のために提唱

された考え方で、危険

や苦痛を伴う人力のみ

の移乗を禁止し、また

患者さんの自立度を考

慮した福祉機器を使用

した移乗介護をおこな

うというものです。 

 主な活動内容 
グループワーク／事例検討集作成／施設環境の

調査／実技講習／腰痛調査実施／全職員対象の

研修を開催／利用者状況の検討／リフターデモ

の実施 

 

やわかばの職員に会いに

行かれます。  

 
昼食 

 

入浴や毎週月曜日にロー

リングバレーを

他利用者さん

と 練 習 を し

て、地 域 の

ローリングバ

レーの大会に参加され

ています。また、PT

と歩行の練習もされて

います。 

 

夕食 

 

整容・着替えをされ、ベッ

ドで休まれます。ベッド上では、

テレビを鑑賞されたり、タブレット端末を使

用して過ごされています。 

 

消灯 

起床 

居室にてご自身で整容を行いながら、テレビを

鑑賞するなどして過ごされています。整容を終

えると、施設内を散歩されています。 

 

朝食 

 

 

 

朝 食 後

は、居 室

にてテレビを鑑賞した

り、車椅子に乗った状態

で段差を乗り越える練習

入居者 Sさんの 1日の生活を紹介！ 

節分（豆まき） 
 2 月 3 日に豆まきをしま

した。今年は、豆の袋をみん

なに持ってもらい、鬼に見立

てた籠の中にその豆を投げ

入れてもらいました。スタッ

フと一緒に持つ方、自分で持

つ方といろいろでしたが、

「鬼は外～、福は内～」と叫

んで投げ入れました。その後

は、事務所のスタッフも参加

し、豆をお部屋の中で撒いて

みんなで盛り上り、賑やかな雰囲気を感じてもらい

ました。 

 

 

 

 

バレンタインデー 

 

 ハートの形をした色画用紙に、色鉛

筆やクレヨンで色を塗りました。手を

上下左右に動かしたり、円を描くよう

にグルグルと動かしながら、力強く色

を付ける事ができました。 

みんなが塗ってくれたハートをまと

め、わかばのバレンタインとして作品

が完成しました。完成後は、作品の前

で記念写真を撮りました。 

節分（豆まき）＆バレンタインデー！ 

9:00 

17:30 

22:00 

7:40 

13:30 

19:00 

12:00 

6:00 

 入居者さんにはそれぞれの生活があります。 

普段、皆さんがどのような生活をされているか少

しずつ紹介していきたいと思います。 

歩行練習で少しずつ歩行が 

できるようになってきた！ 

 Sさんの 

プチしあわせ 


